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発表のポイント
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１．2013年３月期第２四半期連結決算実績：
前年同期比では、減収減益。カーエレクトロニクスは、自動車販売の回復を受けてＯＥＭは
増収増益となったが、市販は市場環境の変化を受けて減収減益。ホームエレクトロニクスは、
光ディスクが市場縮小により減益となったほか、ホームＡＶも減益

第１四半期発表時点の目標数値との比較では、売上および営業利益ともに未達。カーエレ
クトロニクスの営業利益は、市販は見通しどおりだったが、ＯＥＭが減益により未達。ホーム
エレクトロニクスも、ホームＡＶは見通しどおり黒字化を実現したが、光ディスクが赤字となり、
未達

２．2013年３月期 連結業績予想：
カーエレクトロニクスは、市販カーナビゲーション市場の低迷や中国での売上減の影響を受
け前回計画を下回ること、ホームエレクトロニクスは、光ディスクおよびホームＡＶの見通しを
見直し、売上を下方修正したこと、さらに特別損失として投資有価証券評価損を計上した
ことから、通期の業績予想を以下のとおりに修正

３．中期事業計画について：
2012年秋に発表予定としていた『中期事業計画』のアップデートは、急激な事業環境変化
への対応策を反映させ、来年５月頃発表予定

37
125

4,368
前期実績

8510当 期 純 利 益

200150営 業 利 益

5,0004,660売 上 高

前回予想今回予想
（単位：億円）



1. 2013年３月期 第２四半期連結決算

2. 2013年３月期 連結業績予想

3. トピックス

当プレゼンテーション中、当社の現在の計画、概算、戦略、判断などの記述、また、その他すでに確定した事実以外の記
述は、当社の将来の業績の見通しに関するものです。これらの記述は、現在入手可能な情報による当社経営陣の仮定
および判断に基づいています。実際の業績は、様々な重要なリスク要因や不確定要素によって、見通しの中で説明され
ている業績から大きく異なる可能性もありますので、これらの記述に過度に依存されないようお願いします。また、当社は
新たな情報、将来の事象、その他の結果によってこれらの記述を常に見直すとは限らず、当社はこのような義務を負うも
のではありません。当社に影響を与え得るリスクや不確定要素には、(1)当社が関わる市場の一般的な経済情勢、特に消
費動向や当社が製品等を供給する業界の動向、(2)為替レート、特に当社が大きな売上や資産、負債を計上するユーロ、
米ドル、その他の通貨と円との為替レート、(３)競争の激しい市場において、顧客から受け入れられる製品を継続して設
計、開発する能力、(4)事業戦略を成功させる能力、(5)他社との合弁、提携またはその他事業関係の成功、(6)資金調達
能力、(7)研究開発や設備投資に十分な経営資源を継続して投下する能力、(8)製品に関する品質管理能力、(9)生産に必
要な重要部品を継続して調達し得る状況、(10)偶発事象の結果などが含まれますが、これらに限られるものではありませ
ん。

本日の説明
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1. 2013年３月期 第２四半期 連結決算

4



-11.24円242.14円230.90円１株当たり純資産

-22.7%3.7%-19.0%-31.4%6.1%-25.3%ROE

上期第２四半期

-6.3%

-14.76円

98.36円

78.62円

-47

17

26

1,131

当四半期

1.6%

3.77円

110.19円

77.89円

12

34

51

1,156

前年同期

-7.9%

-18.53円

-12.0%

+0.9%

-

49.9%

50.6%

97.9%

前年同期比

-0.5%79.82円79.41円１USドル為 替

平均レート -13.1%113.79円100.64円１ユーロ

-5.8%1.0%-4.8%ROA

-28.05円4.69円-23.36円１株当たり純損益

-15-75当期純損益

14.5%517経 常 利 益

45.0%7032営 業 利 益

105.1%2,1372,246売 上 高

前年同期比前年同期当期

（単位：億円）

2013年３月期 第２四半期・上期 連結業績概要
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（単位：億円）

原価率悪化 販売費及び
一般管理費の減少

為替影響

+51

2013年３月期 第２四半期 営業利益増減要因

6

FY13/2Q
営業利益

FY12/2Q
営業利益 25億円の悪化

+20 -17-21 -8 +26

（ホームエレ、
その他）

+1

（カーエレ）

売上増による
売上総利益増加

売上減による
売上総利益減少



403
海外   342

377
国内　 366

708
779

36 31

OEM比率 51% （前年同期 42%）＜ 売上高 ＞

OEMカーナビゲーションシステム

市販カーオーディオ

増収要因

市販カーナビゲーションシステム

OEMカーオーディオ

減収要因

110％ （国内 103％、海外 118％）前年同期比

＜ 営業利益 ＞

売上増による売上総利益の増加（+20億円）

販売費及び一般管理費の減少（+10億円）

良化要因

原価率の悪化（-34億円）

為替影響（-1億円）

悪化要因

５億円の悪化前年同期比

注）セグメント別営業利益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

※ 当セグメントに含まれる主要製品：
カーナビゲーションシステム、カーステレオ、カーＡＶシステム、
カースピーカー

セグメント別売上高・営業利益（第２四半期）： カーエレクトロニクス

7

売上高

営業
利益

（単位：億円）

FY12/2Q FY13/2Q



165海外    165

64

国内　 170

335

229

16

-3
※ 当セグメントに含まれる主要製品：
AVシステム、オーディオコンポーネント、 DJ機器、 CATV関連機器、ブ
ルーレイディスクプレーヤー、ブルーレイディスクドライブ、 DVDプレー
ヤー、DVDドライブ、AVアクセサリー

＜ 売上高 ＞

ＤＪ機器、AVシステム、AVレシーバー増収要因

光ディスクドライブ関連製品、CATV関連機器減収要因

68％ （国内 37％、海外 100％）前年同期比

＜ 営業損益 ＞

19億円の悪化前年同期比

売上減による売上総利益の減少（-17億円）

為替影響（-６億円）

販売費及び一般管理費の増加（-２億円）

悪化要因

原価率の良化（+７億円）良化要因

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

セグメント別売上高・営業損益（第２四半期）： ホームエレクトロニクス

売上高

営業
損益

（単位：億円）

FY12/2Q FY13/2Q
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海外    42
63

国内 　 71

61

124
113

5
1

※ 当セグメントに含まれる主要製品：
FA機器、スピーカーユニット、電子部品、有機ELディスプレイ、
電話機、業務用AVシステム、 EMS（電子機器受託製造）、地図
ソフト、光ディスク関連特許の使用許諾、

＜ 売上高 ＞

FA機器、EMS増収要因

電子部品減収要因

110％ （国内 85％、海外 152％）前年同期比

＜ 営業利益 ＞

販売費及び一般管理費の減少（+５億円）

売上増による売上総利益の増加（+５億円）

良化要因

原価率の悪化（-７億円）悪化要因

３億円の良化前年同期比

注）セグメント別営業利益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

セグメント別売上高・営業利益（第２四半期）： その他

9

営業
利益

FY12/2Q FY13/2Q

売上高

（単位：億円）



292270

0

100

200

300

128 127

0

100

200

300

213
151

0

100

200

300

607
501

0

200

400

600

800

FY13/2Q 前年同期比
円ベース： 99%
現地通貨ベース： 109%

増収要因
ＡＶシステム
DJ機器
市販カーオーディオ

減収要因
市販カーナビゲーション

システム

（単位：億円）

FY13/2Q 前年同期比
円ベース： 140%
現地通貨ベース： 139%

増収要因
OEMカーナビゲーション

システム
OEMカーオーディオ
市販カーオーディオ
AVレシーバー
減収要因
光ディスクドライブ関連製品

FY13/2Q 前年同期比
82%

増収要因
OEMカーナビゲーション

システム
電子部品
減収要因
光ディスクドライブ関連製品
市販カーナビゲーション

システム
OEMカーオーディオ

FY13/2Q 前年同期比
円ベース： 108%
現地通貨ベース： 112%

増収要因
ＦＡ機器
市販カーオーディオ
ＯＥＭカーナビゲーション

システム

減収要因
光ディスクドライブ関連製品
電子部品

2013年３月期 第２四半期 地域別売上高
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北米日本

欧州 その他地域

FY12/2Q FY13/2Q FY12/2Q FY13/2Q

FY12/2Q FY13/2Q FY12/2Q FY13/2Q



161386支払利息

上期第２四半期

-605

309

-3

-42

-1

40

-87

44

-2
39

-42
-7

-31
58

4
62

-43
当四半期

-412

532

185

127

-15

72

-55

182

-1

48
59
1

-21
0

3
60
23

前年同期

-18-15現金・現金同等物の換算差額

610退職給付引当金の増減

57-151現金・現金同等物の増減

10-171フリー・キャッシュ・フロー

058投資有価証券評価損

859売上債権の増減

-86-118棚卸資産の増減

-17未払費用の増減

44-81仕入債務の増減

65

-101

111

-41

122
42

前年同期

0その他

122減価償却費

現金・現金同等物の残高

NETキャッシュ残高

35財務キャッシュ・フロー

-183投資キャッシュ・フロー

13営業キャッシュ・フロー

-57税金等調整前当期純損益

当期

2013年３月期 第２四半期・上期 連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：億円）

18
2

-8
5

15
7

-3
2

44

-5
5 -3
8

-7
8

-9
7 -8

7

-128

78

-123

127

-42

FY12/2Q FY12/3Q FY12/4Q FY13/1Q FY13/2Q

営業キャッシュ・フロー

投資キャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー



754
669639641

750

50

61

50

60
57

'11/09 '11/12 '12/03 '12/06 '12/09

2013年３月期 第２四半期 棚卸資産
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（単位：億円）

回転日数
（日）



803
海外   646

786

国内   637

1,283

1,589

55

81

0

1,000

2,000

FY12/1H FY13/1H

0

100

200

291海外   315

151

国内   325

639

442

20

-30

-200

200

600

1,000

FY12/1H FY13/1H

-50

50

150

250

海外    85 92

国内   130 123

214215

-7-4

-100

100

300

500

FY12/1H FY13/1H

-20

20

60

100

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

（単位：億円）

2013年３月期 セグメント別売上高・営業損益（上期）
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売上高

営業利益

売上高

営業損益

売上高

営業損失

カーエレクトロニクス ホームエレクトロニクス その他

0 0 0 0



2. 2013年３月期連結業績予想
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海外  2,148 2,510 2,650

国内  2,220
2,150

2,350

4,660
5,000

4,368

150125
200

FY12 　　FY13　

今回予想

  FY13　　

前回予想　

（参考）

2013年３月期 通期連結業績予想

（単位：億円）

27.2%

111.5%

119.9%

106.7%

前期比

16099110経 常 利 益

85

200

5,000

８/７時点予想
（参考）

3710当期純利益

125150営 業 利 益

4,3684,660売 上 高

前期実績今回予想

108.98円

79.08円

前期実績

1ユーロ

1USドル

今回予想

77円77円
為替前提

レート 95円100円

８/７時点予想
（参考）

1.2%

261.98円

4.3%

11.43円

前期実績
８/７時点予想

（参考）今回予想

26.47円3.11円１ 株 当 た り 純 利 益

9.9%1.2%ROE

0.3%

272.11円

2.7%

271.28円

ROA

１ 株 当 た り 純 資 産

（注） １円の円高インパクト（残り６ヵ月）は、売上高では、US$は、約▲12.9億円、 €は、約▲3.1億円、
営業利益では、US$は、約▲ 0.1億円、 €は、約▲1.8億円。

売上高

営業
利益
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2013年３月期 通期営業利益 前回計画比

16

（単位：億円）

売上減少による
売上総利益の減少

原価率悪化
販売費及び

一般管理費の減少
為替影響

+200 -52-88 +13 +150+77

前回予想
営業利益 50億円の減少

今回予想
営業利益



注）セグメント別営業利益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

1,6751,645
海外 1,343

1,600
1,505

国内 1,364

2,708

3,275
3,150

180

103
145

FY12 FY13今回予想 FY13前回予想

（参考）

OEM比率 50% （前期 43%）＜ 売上高 ＞

市販カーナビゲーションシステム減収要因

OEMカーナビゲーションシステム
市販カーオーディオ

増収要因

116％ （国内 110％、海外 122％）対前期

＜ 営業利益 ＞

販売費及び一般管理費の増加(-67億円)悪化要因

売上増による売上総利益増加（+102億円）

原価率良化(+８億円)

良化要因

42億円の良化対前期

2013年３月期予想： カーエレクトロニクス

＜ 出荷台数 ＞

8,040
＊

950

FY13今回予想

6,980市販カーCD

940市販カーナビ

ＦＹ12実績
（単位：千台）

売上高

営業
利益

（単位：億円）
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OEMカーオーディオ

市販カーナビゲーションシステム

減収要因

96％ （国内 94％、海外 98％）対前回予想

販売費及び一般管理費の減少(+15億円)良化要因

売上減による売上総利益減少（-30億円）

原価率の悪化（-20億円）

悪化要因

35億円の悪化対前回予想

＊当初予想から
変更ありません。



海外   649 685 775

国内   581
375

460

1,060

1,2351,231

15
36

15

FY12 FY13今回予想 FY13前回予想

（参考）

＜ 売上高 ＞

光ディスクドライブ関連製品減収要因

ホームAV製品、DJ機器増収要因

86％ （国内 64％、海外 106％）対前期

＜ 営業利益 ＞

販売費及び一般管理費の増加(-48億円）

売上減少による売上総利益減少（-31億円）

悪化要因

原価率の良化(+59億円)良化要因

21億円の悪化対前期

2013年３月期予想: ホームエレクトロニクス

売上高

営業
利益

注）セグメント別営業利益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

（単位：億円）
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86％（国内 82％、海外 88％）対前回予想

光ディスクドライブ関連製品

ホームAV製品

減収要因

変更なし対前回予想



200180海外   155

290
270

国内   274

429
490

450

0
-3 -5                 

FY12

                 

FY13今回予想

                  

FY13前回予想

（参考）

2013年３月期予想: その他

営業
損益

売上高

＜ 売上高 ＞

＜ 営業損益 ＞

特許料収入減収要因

EMS、FA機器増収要因

105％ （国内 99％、海外 116％）対前期

特許料収入悪化要因

FA機器、EMS良化要因

２億円の悪化対前期

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

（単位：億円）
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92％（国内 93％、海外 90％）対前回予想

サイクルナビゲーションシステム、EMS

電子部品

減収要因

５億円の悪化対前回予想

売上減少による売上総利益減少（-４億円）悪化要因



1,090
977

0

500

1,000

1,500

540498

0

500

1,000

1,500

673
880

0

500

1,000

1,500

2,1502,220

0

1,000

2,000

3,000

FY13 前期比
円ベース： 109%
現地通貨ベース： 118%

増収要因
DJ機器
ホームAV製品
市販カーオーディオ

減収要因
特になし

FY13 前期比
円ベース：131%
現地通貨ベース： 132%

増収要因
OEMカーナビゲーション

システム
OEMカーオーディオ
ホームAV製品
市販カーオーディオ

減収要因
特許料収入

FY13 前期比
97%

増収要因
OEMカーナビゲーション

システム

減収要因
光ディスクドライブ関連製品
市販カーナビゲーション

システム
OEMカーオーディオ

北米日本

欧州 その他地域

2013年３月期予想： 地域別売上高

FY13 前期比
円ベース： 112%
現地通貨ベース： 113%

増収要因
市販カーオーディオ
OEMカーナビゲーション

システム
ホームAV製品
EMS

減収要因
光ディスクドライブ関連製品

（単位：億円）
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FY12実績 FY13今回予想 FY12実績 FY13今回予想

FY12実績 FY13今回予想 FY12実績 FY13今回予想



458

238 221

330

248
(180)

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13今回予想

432 393
298 246

270

(123)

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13今回予想

669596
849

551 620

42
4743

76

50

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13今回予想

548
360 330 346

380

(178)

8.17.9
9.8

8.2 7.2

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13今回予想

棚卸資産

設備投資

研究開発費

減価償却費

2013年３月期予想： 棚卸資産、研究開発費、設備投資、減価償却費

回転日数
（日）

対売上高比率（％）

（６ヵ月実績）

（６ヵ月実績） （６ヵ月実績）
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（単位：億円）



注） 1.  「投資キャッシュ・フロー」、「現金及び預金」には、３ヵ月超の定期預金を含んでいます。

２. D/E 比率＝有利子負債÷（純資産－少数株主持分）

2013年３月期予想： キャッシュ・フローおよび財務指標
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【キャッシュ・フロー】

-36
17

-218
182

FY12

-30
-5

-325
295

FY13今回予想

-5
218
-84
80

FY10 FY11

413フリー・キャッシュ・フロー

-742財務キャッシュ・フロー

39投資キャッシュ・フロー

375営業キャッシュ・フロー

460
1.1倍

436
26% 
890

FY12

410
1.0倍

465
28% 
875

FY13今回予想

1.0倍1.9倍Ｄ/Ｅ 比 率

403738ネ ッ ト 有 利 子 負 債

902

22%
907

FY10 FY11

476現 金 及 び 預 金

27%自 己 資 本 比 率

885純 資 産

【財務指標】

（単位：億円）



３. トピックス
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下期に期待する新製品

多様化するニーズに応え、ネットワーク対応機能を強化したホームＡＶ商品、
ＤＪ機器

より安心で快適なドライブのために ～ 「高性能」と「使いやすさ」を高次元で

融合した、国内市販市場向けカーナビゲーションシステム

「エアージェスチャー」機能イメージ

【AVIC-MRZ009】

ＡＶレシーバー ＡＶシステム

【DDJ-WeGO】

【CDJ-2000nexus】
【XDJ-AERO】

【AVIC-VH99HUD】



医療用カメラモジュール事業立ち上げに向け、大塚メディカルデバイス株式会
社との業務提携に合意

目的：
双方の事業基盤を活かし、革新的な医療用内視鏡を共同開発する

業務提携の内容：
HEED-HARP技術

※
に基づく超高感度撮像板を活用した医療用内視鏡カメラモジュー

ルを 大塚メディカルデバイス株式会社とともに開発する

※当社が開発した薄型・アクティブ駆動型電子源アレーであるHEED（High-efficiency Electron  
Emission Device）と、超高感度光電変換膜であるHARP（High-gain Avalanche Rushing 
amorphous Photoconductor）を組み合わせた撮像板を用いた、超高感度カメラ技術

今後のスケジュール：

2014年までに実用化を目指す

HEED-HARPカメラでは、左図のように
月明かり程度でも、デジタル補正処理
をすることなく、鮮明な画像をリアルタイ
ムに得ることが可能

＜撮影環境＞
周辺照度：0.6ルクス
ﾌﾚｰﾑﾚｰﾄ ：30f/s

25

新規アライアンスについて

HEED-HARPカメラ CCDカメラ

（参考） HEED-HARPとCCDカメラの比較画像



中期事業計画のアップデートについて

急激な事業環境変化に対応するため、
戦略および計画を見直し、事業成長と
収益性向上を実現できる2014年３月
期からの中期事業計画

2013年５月頃に発表予定
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